
24S015 担当形態

開講学期 1

教科書
[書名／著者
名／出版社]

特に定めない。その都度、資料（プリント）を配布する。

受講生への
メッセージ

この授業において、ジェネリックスキルを涵養してほしい。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回 筆ペンでの葉書の表書き、文書の書き方及び過去７回の復習と「生活と書」の総括 配布資料の復習と書き取り練習

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

第6回 ペン字での手紙文・ハガキ文の書き方 配布資料の復習と書き取り練習

第7回 筆ペン・ペンによってのかなの書法（かなの誕生・片かなの誕生） 配布資料の復習と書き取り練習

第4回 筆ペン・ペンによっての年賀状の書き方 配布資料の復習と書き取り練習

第5回 婚礼・お礼・法要等の熨斗の表書き等実用書の練習 配布資料の復習と書き取り練習

第2回 楷書の歴史と書法（特徴・形の取り方・表情）、筆ペン・ペンによっての楷書の書法 配布資料の復習と書き取り練習

第3回 楷書の歴史と書法、筆ペン・ペンによっての住所・氏名・文章の書き方 配布資料の復習と書き取り練習

回数 授業計画 事前・事後学修

第1回 書へのいざない　－書の魅力の再発見ー、履歴書の書き方説明 配布資料の復習と書き取り練習

授業の主題 書の歴史・理論・技法・鑑賞・表現などを考究する。
課題等への対応

(フィードバックの方法等)
提出物は内容を確認し、必要であればコメントを記入した上で返却する。

授業の方法 その都度、プリントを配布し、それに則り講義（演習を取り入れる）する。
アクティブ・ラーニングの

実施方法

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件

対象学科・
コース

生活創造学科　栄養士
コース

配当年次 2年次 後期

科目区分 教養科目 授業科目名 生活と書 科目コード 担当者 北山　千代子 単独



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

20 10 10

提出回数100％を下回
り、指示された文章を
正確かつ丁寧に書くこ
とができていない。

②
規律性

③
知識

20 20

書に関する基本的な知
識が不十分であり、正
確・丁寧に書くことが
ほとんどできない。

④
技能

60 60

書に関する基本的な知
識が不十分であり、書
き写し等を正確・丁寧
に書くことがほとんど
できない。

⑤
情報活
用能力

⑥
課題
解決力

⑦
言語活
用能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 90 10合計

提出物の仕上がり及び完
成度

書に関する基本的な知
識を十分に有し、正
確・丁寧に非常に上手
に書くことができる。

書に関する基本的な知
識を十分に有し、書き
写し等を正確・丁寧に
上手に書くことができ
る。

書に関する基本的な知
識を有しており、書き
写し等を正確・丁寧に
ある程度書くことがで
きる。

書に関する基本的な知識
はある程度有している
が、書き写し等を正確・
丁寧に書くことがあまり
できない。

提出物による正確な書き
写し、読み方の能力、知
識

書に関する基本的な知
識を十分に有し、とて
も正確・丁寧に書くこ
とができる。

書に関する基本的な知
識を十分に有し、正
確・丁寧に書くことが
できる。

書に関する基本的な知
識を有しており、ある
程度正確・丁寧に書く
ことができる。

書に関する基本的な知識
はある程度有している
が、正確・丁寧に書くこ
とがあまりできない。

指示された文章を正確か
つ丁寧に書いているかど
うか。

提出回数100％を厳守
し、指示された文章を
正確かつ丁寧に書くこ
とができる。

提出回数100％は遵守
し、指示された文章を
正確かつある程度丁寧
に書くことができる。

提出回数100％は遵守
し、指示された文章を
正確に書くことができ
る。

提出回数100％は遵守し
たが、指示された文章を
ある程度正確に書くこと
ができる。

観
点

尽
心

態
度
・
志
向

提出物を指示された期
限までに提出でき、文
章を正確かつ丁寧に書
くことができる。

指示された通りに提出
しようとする姿勢・真
面目さ

創
造

知
識
・
技
能

高等学校までに修得し
た筆順・読み方等の基
礎学力を身に付けてい
る。

国語、一般常識等に関
する基礎知識

筆ペンやペン等を用い
て美しく正確な文字を
書くことができる能力
(書写能力)を身に付け
る。

社会人として必要な履
歴書等の生活実用書及
び天声人語等の書写能
力

思
考
・
判
断

実
践

行
動
・
応
用

表
現

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


